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山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註

「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」

（
全
二
＋
冊
）
を
め
ぐ
つ
て

森

征

一

は

し

ー
1
こ
の
全
訳
の
労
は
、
敬
意
を
表
す
べ
く
、
又
其
の
全

訳
は
邦
訳
史
上
に
於
て
前
人
の
企
て
な
か
つ
た
と
こ
ろ
で

あ
つ
て
其
の
成
果
は
景
仰
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
ー

　
　
（
矢
田
一
男
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
・
法
学
新
報
・

　
　
第
四
八
巻
五
号
・
一
八
一
頁
）

が
き

　
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
法
学
提
要
の
わ
が
国
最
初
の
全
訳
書
と
思
わ
れ
る

「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
と
題
す
る
大
部
の
活
字
本
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
法

学
者
の
間
で
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
し
か
し
、
先
学
の
努
力
も
む
な

し
く
、
そ
の
訳
者
、
邦
訳
時
期
、
典
拠
本
等
は
謎
の
ま
ま
に
さ
れ
て
き
た
。

　
　
　
山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
『

（
全
二
十
冊
》
を
め
ぐ
つ
て

　
こ
の
書
に
つ
い
て
、
春
木
一
郎
博
士
は
、
「
明
ニ
ユ
帝
ノ
冒
ω
蜂
葺
δ
冨
ω
ノ

訳
書
ナ
ル
ガ
何
人
ガ
訳
シ
タ
ル
ヵ
ヲ
知
ラ
ズ
」
、
「
武
藤
智
雄
氏
所
有
本
ノ
背
皮

ニ
ハ
山
本
謙
三
講
述
ト
ア
ル
モ
訳
ト
ハ
ナ
シ
又
予
ノ
所
有
本
ニ
ハ
訳
者
ノ
名
モ

講
述
老
ノ
名
モ
見
エ
ズ
然
レ
ド
モ
某
友
ノ
伝
フ
ル
所
二
依
レ
パ
明
治
十
七
年
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

至
二
十
一
年
ノ
頃
迄
ノ
間
二
専
修
学
校
二
使
用
シ
タ
リ
ト
云
フ
」
と
考
証
し
た
。

そ
の
後
、
矢
田
一
男
博
士
は
そ
の
詳
細
な
研
究
に
よ
つ
て
、
春
木
博
士
の
考
証
に

従
い
つ
つ
も
、
こ
の
書
が
「
ユ
ス
チ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
法
学
提
要
」
の
全
訳
書
で
あ
り
、

そ
の
典
拠
本
は
、
↓
・
P
ω
き
鼠
窃
り
↓
富
冒
の
江
葺
8
ω
亀
冒
ω
江
風
曽
一
像
甚

国
昌
笹
一
昌
一
葺
3
曾
9
ご
P
↓
蚕
霧
冨
血
○
ロ
帥
昌
α
2
9
霧
で
あ
ろ
う
と
推
定

　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
（
4
）

し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
原
田
慶
吉
博
士
、
佐
藤
篤
士
教
授
の
研
究
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
が
解
明
さ
れ
な
い
ま
ま
現
在
に
至
つ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
　
（
二
五
一
）



　
　
　
山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
《
全
二
十
冊
）
を
め
ぐ
つ
て

　
と
こ
ろ
が
最
近
、
私
は
、
本
塾
の
手
塚
豊
教
授
の
ご
教
示
に
よ
つ
て
、
法
務

図
書
館
の
蔵
書
の
な
か
に
、
山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安

帝
法
典
」
（
全
二
＋
冊
）
（
以
下
「
司
法
省
本
」
と
略
す
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と

を
知
つ
た
。
本
訳
書
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
こ
れ
が
こ
れ
ま
で
不
明
と
さ
れ

て
き
た
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
の
原
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
こ
こ

に
、
同
書
の
内
容
、
訳
者
山
本
謙
三
の
経
歴
、
そ
し
て
ま
た
同
書
の
異
本
と
み

ら
れ
る
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
（
中
央
大
学
蔵
）
お
よ
び
「
目
賀
田
先
生
・
羅

馬
法
典
」
（
専
修
大
学
蔵
）
と
、
司
法
省
本
と
の
関
連
な
ど
を
考
察
し
た
い
と
思

う
。
　
（
1
）
　
春
木
一
郎
編
「
需
帝
法
学
撮
要
重
要
語
纂
訳
」
・
刀
江
書
院
・
昭
和
七
年
．
一

　
　
一
九
頁
。

（
2
）
　
矢
田
一
男
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
ー
『
ユ
ー
ス
テ
ィ
ー
ニ
ア
ー
ヌ
ス
帝
法
学
撮

要
』
全
訳
書
の
魁
か
ー
」
・
法
学
新
報
・
第
四
八
巻
五
号
・
昭
和
十
三
年
五
月
．
八

八
二
頁
、
お
よ
び
同
「
明
治
以
来
ロ
ー
マ
法
源
邦
訳
事
歴
（
二
）
1
『
ロ

　
ー
マ
法
大
全
』
を
中
枢
と
し
て
ー
」
・
同
誌
・
第
四
九
巻
八
号
・
昭
和
十
四
年
八

　
月
・
七
六
ー
七
八
頁
・
参
照
。

（
3
）
　
原
田
慶
吉
「
我
が
国
に
於
け
る
外
国
法
史
学
の
発
達
」
・
「
東
京
帝
国
大
学
学
術

　
大
観
」
・
昭
和
十
七
年
・
二
九
五
頁
・
参
照
。

（
4
）
　
佐
藤
篤
士
「
日
本
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
学
の
役
割
I
l
日
本
に
お
け
る
・
ー
マ

　
法
研
究
の
歩
み
に
た
い
す
る
一
つ
の
反
省
ー
1
』
・
早
稲
田
法
学
・
第
四
〇
巻
一
号

　
・
昭
和
四
十
年
一
月
・
七
一
頁
・
参
照
。

四
六

（
二
五
二
）

一
　
山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知

尼
安
帝
法
典
」
・
司
法
省
・
明
治
十
五
－
十

七
年
・
全
二
十
冊

　
本
訳
書
司
法
省
本
は
、
司
法
省
図
書
の
印
の
あ
る
全
二
十
冊
、
す
な
わ
ち
最

初
の
四
冊
（
第
一
巻
）
が
二
十
字
詰
・
十
行
・
二
〇
三
枚
、
そ
し
て
残
り
の
十

六
冊
（
自
第
二
巻
至
附
録
大
尾
）
が
三
十
字
詰
・
十
二
行
．
八
八
六
枚
か
ら
な
る

無
罫
紙
の
和
装
半
紙
版
写
本
で
、
各
所
に
訳
者
山
本
自
身
の
も
の
と
思
わ
れ
る

朱
筆
の
加
筆
訂
正
が
施
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
訳
書
の
登
録
番
号
は
、
法
務
図

書
館
切
一
q
ρ
曽
ρ
置
み
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
邦
訳
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
最
初
の
四
冊
に
は
日
付
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
第
五
冊
目
か
ら
第
二
十
冊
目
ま
で
は
、
明
治
十
五
年
四
月
十

九
目
か
ら
同
十
七
年
四
月
ま
で
の
間
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
十
五
年
度
の
「
司
法
省
第
八
処
務
年
報
」
に
よ
れ

ぽ
、
　
「
本
年
中
醗
訳
竣
功
及
ヒ
着
手
中
ノ
書
類
左
ノ
如
シ
」
と
し
て
「
羅
馬
法

学
誘
導
編
　
摘
訳
」
（
九
六
頁
）
と
あ
り
、
し
か
も
司
法
省
本
の
な
か
で
は
、
そ

の
原
書
で
あ
る
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
（
以
下
「
サ
ン
ダ
！

ス
本
」
と
略
す
）
の
「
序
論
（
一
三
呂
身
9
一
9
）
」
の
訳
語
と
し
て
「
誘
導
篇
」

と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
司
法
省
本
．
第
一
巻
第
二
章
の
「
註

釈
」
部
分
）
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
こ
の
「
羅
馬
法
学
誘
導
編
」
と
は
、
サ
ン
ダ

ー
ス
本
の
「
序
論
」
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
十
四
年
度
の
「
第

七
処
務
年
報
」
に
は
本
訳
書
が
見
当
ら
な
い
か
ら
、
こ
の
部
分
は
現
存
は
し
て

い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
サ
ソ
ダ
ー
ス
本
全
訳
の
一
部
と
し
て
、
明
治
十
五
年
初

〇
五
－



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

め
に
翻
訳
が
着
手
さ
れ
、
同
年
四
月
十
九
日
以
前
の
う
ち
に
終
了
し
て
、
そ
の

後
引
き
続
き
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
の
部
分
の
翻
訳
が
始
め
ら
れ
、
同
十
七

年
四
月
に
全
訳
を
完
了
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
訳
書
の
原
書
で
あ
る
サ
ン
ダ
ー
ス
本
、
す
な
わ
ち
英
人
参
駝

児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
と
は
、
い
つ
た
い
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

か
。
そ
れ
は
、
↓
ぎ
ヨ
器
O
o
幕
辞
oD
目
鼠
拐
℃
日
冨
冒
の
江
ε
審
ω
9
冒
ω
－

瓜
巳
曽
旨
宅
一
爵
国
β
笹
冨
げ
ぎ
茸
＆
8
江
o
p
6
轟
霧
一
辞
一
8
讐
α
2
0
冨
ω
矯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

男
賦
跨
国
色
岱
o
戸
ピ
8
α
8
一
c
o
置
と
い
う
英
書
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
サ
ン
ダ
ー
ス
本
の
第
五
版
は
、
「
緒
言
（
ギ
Φ
富
8
）
」
1
「
序
論
（
冒
，

貸
＆
一
乞
寓
8
）
」
（
ロ
ー
マ
法
お
よ
び
ロ
ー
マ
法
史
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
素
描
ー
森

註
）
1
「
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
法
学
提
要
の
正
文
と
そ
の
英
訳
（
一
霧
葺
暮
窃

9
甘
呂
巳
き
き
儀
目
声
霧
一
節
葺
8
）
」
ー
「
註
釈
（
2
9
窃
）
」
（
正
文
の
解

説
f
森
註
）
ー
「
要
略
（
2
糞
B
貰
気
）
」
（
正
文
と
註
釈
の
主
要
部
分
の
体
系
的

な
配
列
に
よ
る
要
略
i
森
註
）
と
い
う
構
成
を
と
つ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
緒

言
」
で
、
著
者
は
、
本
書
が
オ
ル
ト
ラ
ン
（
○
旨
9
き
）
の
フ
ラ
ン
ス
刊
本
か
ら

多
く
の
教
え
を
受
け
、
デ
ュ
コ
ー
ロ
ワ
（
u
q
8
ξ
容
矯
）
の
刊
本
、
ラ
グ
ラ
ン

ジ
ュ
（
い
甜
寅
罐
①
）
の
「
ロ
ー
マ
法
概
説
」
、
ヴ
ァ
ル
ン
ケ
ー
ニ
ヒ
　
（
≦
畦
㌣

ざ
窪
蒔
）
　
の
「
註
釈
書
」
、
そ
し
て
プ
フ
タ
（
勺
8
窪
四
）
の
「
提
要
」
を
参
考

と
し
た
こ
と
、
「
序
論
」
に
は
オ
ル
ト
ラ
ン
の
「
ロ
！
マ
立
法
史
」
と
プ
フ
タ
の

「
提
要
」
の
第
一
巻
に
示
唆
さ
れ
た
も
の
が
多
く
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
、

翻
訳
に
さ
い
し
て
は
、
オ
ル
ト
ラ
ン
と
デ
ュ
コ
1
ロ
ワ
の
仏
訳
な
ら
び
に
ハ
リ

ス
（
国
碧
二
ω
）
と
ク
ー
パ
ー
（
O
o
8
R
）
の
英
訳
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
大
き
か
つ

た
こ
と
、
さ
ら
に
「
正
文
」
の
各
句
末
に
は
ガ
イ
ウ
ス
の
「
法
学
提
要
」
、
「
ユ
帝

山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
《
全
二
十
冊
》
を
め
ぐ
つ
て 学

説
類
集
」
そ
し
て
『
ユ
帝
勅
法
類
集
」
の
類
句
を
、
ユ
ー
リ
ス
・
キ
ヴ
ィ
ー

リ
ス
・
エ
ン
キ
リ
デ
ィ
ウ
ム
（
甘
ユ
ω
9
≦
房
0
8
臣
は
島
q
旨
）
に
し
た
が
つ

て
参
照
文
と
し
て
置
い
た
こ
と
、
ま
た
「
正
文
」
は
ク
リ
ー
ゲ
ル
編
「
コ
ル
プ
ス

・
ユ
ー
リ
ス
」
　
（
民
ユ
Φ
磯
色
潮
O
O
弓
房
甘
ユ
章
■
Φ
首
忽
P
一
器
）
に
よ
つ
た
こ

と
、
そ
し
て
最
後
に
、
こ
の
第
五
版
が
、
と
く
に
ド
マ
ソ
ジ
ェ
ア
（
U
。
目
目
－

ひQ

Φ
葺
）
の
『
ロ
し
マ
法
入
門
」
と
ポ
ス
ト
　
（
男
。
ω
冨
）
の
「
ガ
イ
ウ
ス
」
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

書
に
示
唆
さ
れ
て
改
訂
増
補
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
ろ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
以
上
の
よ
う
な
構
成
と
内
容
を
も
つ
サ
ン
ダ
ー
ス
本
は
、
当
時
、
東
京
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

お
よ
び
そ
の
他
の
私
立
法
学
校
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
法
教
育
の
な
か
で
広
く
用

い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
本
訳
書
の
構
成
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
サ
ソ
ダ
ー
ス
本
の
ユ
帝
法
学

提
要
の
「
正
文
」
と
そ
の
「
註
釈
」
部
分
の
翻
訳
が
そ
の
中
心
部
分
で
あ
り
、

付
録
と
し
て
「
要
略
（
説
）
」
お
よ
び
「
序
」
（
す
な
わ
ち
「
緒
言
」
）
の
翻
訳
、
そ

し
て
訳
者
山
本
自
身
の
補
充
的
説
明
が
あ
る
。
た
だ
本
訳
書
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
、
　
「
誘
導
篇
」
す
な
わ
ち
「
序
論
」
部
分
の
翻
訳
を
欠
い
て
い
る
。

　
終
り
に
、
全
体
を
通
し
て
気
付
い
た
点
を
二
、
三
記
そ
う
。

　
ま
ず
、
「
註
釈
」
部
分
に
あ
る
ラ
テ
ン
語
文
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
第
四
巻

第
十
五
章
「
禁
令
ノ
事
」
第
一
節
の
「
註
釈
」
部
分
の
よ
う
に
、
「
原
文
羅
典
読

（
「
語
あ
誤
り
か
ー
森
註
）
ニ
テ
追
テ
取
調
ノ
上
補
填
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
し
て
、

ラ
テ
ン
語
を
邦
訳
せ
ず
、
そ
の
箇
所
を
空
白
の
ま
ま
残
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
　
「
正
文
」
部
分
の
翻
訳
に
さ
い
し
て
は
、
ラ
テ
ン
語
文
を
参
照
と
し
な

が
ら
も
、
英
語
文
を
邦
訳
し
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

　
ま
た
訳
者
山
本
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
「
正
文
」
部
分
を
補
充
し
た
り
、
「
註
釈
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
　
（
二
五
三
）



　
　
　
山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
（
全
二
十
冊
》
を
あ
ぐ
つ
て

部
分
で
独
自
の
註
釈
を
播
入
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ぽ
第
二
巻
第

一
章
『
物
件
ノ
分
類
」
第
二
十
五
節
の
「
正
文
」
部
分
の
「
加
工
」
に
つ
い
て
、

「
〔
乃
チ
其
疑
問
ハ
是
等
他
人
ノ
物
ヲ
料
ト
シ
テ
製
作
セ
シ
物
ハ
製
作
人
二
属
ス

ル
欺
将
タ
其
他
人
二
属
ス
ル
欺
如
何
二
在
テ
サ
ビ
ニ
ュ
ス
ハ
其
物
二
料
着
目
セ

サ
ル
可
カ
ラ
ス
ト
思
為
シ
即
チ
物
料
ノ
所
有
主
ハ
製
作
物
ノ
所
有
者
ト
主
張
シ

又
プ
ロ
キ
ュ
ス
ハ
製
作
者
ノ
所
有
二
属
ス
可
キ
コ
ト
ヲ
主
唱
セ
リ
〕
」
と
の
補
充

を
加
え
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
訳
者
日
ク
本
筋
中
〔
　
〕
内
ノ
分
ハ
ハ
ン
タ
ル
氏

訳
ノ
同
節
ヨ
リ
取
テ
挿
入
ス
ル
所
二
係
ル
然
レ
ト
モ
是
レ
拉
丁
原
文
中
ニ
ハ
有

ラ
サ
ル
モ
ノ
ニ
テ
同
氏
ノ
訳
ニ
モ
此
分
ハ
〔
　
〕
内
二
置
ク
所
ナ
ル
カ
今
訳
者
ハ

文
意
ノ
連
続
シ
テ
瞭
解
二
易
カ
ラ
ン
為
メ
敢
テ
之
ヲ
抄
訳
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
訳
語
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
人
の
法
」
を
「
人
事
法
」
、
「
遺
言
」

を
「
遺
嘱
」
、
「
保
佐
人
」
を
「
守
産
人
」
、
「
無
体
物
」
を
「
無
形
物
」
、
「
債
務
関
係
」

を
「
義
務
」
、
そ
し
て
「
抗
弁
」
を
「
答
弁
」
と
い
う
よ
う
に
、
現
在
か
ら
み
れ

ば
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
当
時
「
人
事
編
」
、
「
無
形
物
」
、
「
義
務
」
な
ど
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

訳
語
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
訳

語
は
、
当
時
の
学
問
水
準
に
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
、
「
問
答
契
約
」
、

「
生
来
自
由
人
」
等
、
現
在
で
も
通
用
す
る
立
派
な
訳
語
も
見
え
る
。
と
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

「
問
答
契
約
」
な
る
訳
語
は
、
本
訳
書
が
初
め
て
用
い
た
訳
語
で
あ
る
。

　
次
に
本
訳
書
の
目
次
な
ら
び
に
正
文
・
註
釈
の
一
部
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

　
　
（
目
次
）

　
　
需
斯
知
尼
安
帝
法
典

　
上
諭

需
斯
知
尼
安
帝
法
典
第
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
二
五
四
）

第
一
章
　
正
義
及
ヒ
法
律
ー
第
二
章
　
天
然
法
、
国
際
法
及
ヒ
国
法
i

第
三
章
　
人
事
法
ー
第
四
章
　
生
来
自
由
人
ー
第
五
章
　
生
後
自
由
人

ー
第
六
章
解
放
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
原
由
ー
第
七
章
　
「
ヒ
ウ
ジ
ヤ
、

　
カ
ノ
ニ
ヤ
」
法
令
ノ
廃
止
－
第
八
章
　
独
立
人
及
隷
属
人
ノ
事
ー
第

　
九
章
父
権
ー
第
十
章
　
婚
姻
ー
第
十
一
章
　
養
子
ー
第
十
二
章
　
主

　
権
解
除
方
法
ー
第
十
三
章
　
後
見
ノ
事
－
第
十
四
章
　
遺
嘱
ノ
後
見
人

　
－
第
十
五
章
　
適
法
男
系
親
ノ
後
見
ー
第
十
六
章
　
分
限
ノ
減
殺
i

　
第
十
七
章
適
法
恩
人
ノ
後
見
ー
第
十
八
章
　
適
法
父
ノ
後
見
ー
第
十

　
九
章
信
任
ノ
後
見
人
－
第
二
十
章
　
　
「
ア
チ
リ
ヤ
」
法
ノ
後
見
人
並
二

　
「
ジ
ュ
リ
ヤ
」
及
「
チ
チ
ヤ
」
法
二
拠
テ
付
与
シ
タ
ル
後
見
人
ー
第
二
十

　
一
章
後
見
人
ノ
認
可
ー
第
二
十
二
章
後
見
ヲ
己
ム
ル
方
法
ー
第
二

　
十
三
章
守
産
人
ー
第
二
十
四
章
　
後
見
人
守
産
人
保
証
ヲ
出
ス
事
ー

　
第
二
十
五
章
　
後
見
人
又
ハ
守
産
人
ト
為
ル
コ
ト
ヲ
免
除
ス
ル
事
ー
第
二

　
十
六
章
　
嫌
疑
ア
ル
後
見
人
及
ヒ
守
産
人

第
二
巻

　
　
第
一
章
物
件
ノ
分
類
ー
第
二
章
無
形
物
ノ
事
－
第
三
章
　
「
セ

　
ル
ピ
チ
ュ
ー
ド
」
ノ
事
i
第
四
章
　
入
額
所
得
ノ
事
ー
第
五
章
　
使
用

　
及
ヒ
住
居
ノ
事
－
第
六
章
　
経
時
効
及
ヒ
永
時
所
持
ノ
事
ー
第
七
章
贈

　
与
ノ
事
ー
第
八
章
譲
当
シ
能
フ
物
及
ヒ
能
ハ
サ
ル
物
ノ
事
ー
第
九
章

　
他
人
ヲ
経
テ
物
ヲ
獲
ル
事
f
第
十
章
常
式
ノ
遺
嘱
ノ
事
ー
第
十
一
章

　
軍
人
ノ
遺
嘱
ノ
事
ー
第
十
二
章
　
遺
嘱
ヲ
為
ス
コ
ト
能
ハ
サ
ル
人
ノ
事
l

　
l
第
十
三
章
　
相
続
ス
可
キ
人
ヲ
相
続
ヨ
リ
取
除
ク
事
ー
第
十
四
章
　
相

　
続
人
ヲ
設
立
ス
ル
事
ー
第
十
五
章
　
　
「
ヴ
ェ
ル
ガ
リ
、
ス
ブ
ス
チ
チ
ュ
ー



シ
ョ
」
ノ
事
ー
第
十
六
章
　
「
ピ
ュ
ピ
ラ
リ
、
ス
ブ
ス
チ
チ
ュ
ー
シ
ョ
」
ノ

事
－
第
十
七
章
　
遺
嘱
ノ
無
効
ト
ナ
ル
方
法
ー
第
十
八
章
　
分
ヲ
守
ラ

サ
ル
遺
嘱
ノ
コ
ト
ー
第
十
九
章
　
相
続
人
ノ
資
格
及
ヒ
其
差
違
ノ
事
－

第
二
十
章
贈
遣
ノ
事
ー
第
二
十
一
章
贈
遺
ヲ
取
消
ス
ノ
事
ー
第
二

十
二
章
　
　
「
フ
ァ
ル
シ
ヂ
ャ
」
法
令
ノ
事
－
第
二
十
三
章
ー
「
フ
ヒ
デ

イ
コ
ソ
ミ
ッ
サ
」
ノ
遺
産
ノ
事
－
第
二
十
四
章
　
特
個
ノ
物
品
ヲ
「
フ
ヒ
デ

イ
コ
ン
ミ
ッ
サ
ム
」
二
拠
テ
遺
留
ス
ル
事
i
第
二
十
五
章
　
小
遺
嘱
ノ
事

第
三
巻

　
第
一
章
遺
嘱
ナ
キ
遺
産
ヲ
所
置
ス
ル
事
ー
第
二
章
適
法
ノ
「
ア
グ

ナ
チ
ー
」
力
相
続
ノ
事
－
第
三
章
　
「
テ
ル
チ
ュ
リ
ャ
ナ
ム
」
元
老
院
布
告

ノ
事
－
第
四
章
　
　
「
オ
ル
フ
ヒ
チ
ャ
ナ
ム
」
元
老
院
布
告
ノ
事
ー
第
五

章
「
コ
グ
ナ
チ
ー
」
ノ
相
続
ノ
事
i
第
六
章
　
血
属
親
ノ
親
等
ノ
事
－

第
七
章
　
被
自
由
人
ヲ
相
続
ス
ル
コ
ト
ー
第
八
章
　
被
自
由
人
ヲ
付
托
ス

ル
事
ー
第
九
章
　
財
産
所
持
権
ノ
事
－
第
十
章
　
借
称
二
由
テ
財
産
ヲ

獲
得
ス
ル
事
－
第
十
一
章
自
由
二
由
テ
財
産
ノ
相
続
ヲ
裁
決
ス
ル
事

－
第
十
二
章
　
財
産
ヲ
売
却
シ
以
テ
高
メ
タ
ル
相
続
及
ヒ
「
ク
ロ
ヂ
ャ
ム
」

元
老
院
布
告
二
由
ル
相
続
ノ
事
ー
第
十
三
章
　
義
務
ノ
事
ー
第
十
四
章

　
物
二
拠
テ
義
務
ヲ
約
束
ス
ル
方
法
ノ
事
ー
第
十
五
章
口
上
ノ
義
務
ノ

事
ー
第
十
六
章
　
約
束
者
又
ハ
約
諾
者
二
名
以
上
ア
ル
時
ノ
事
ー
第
十

七
章
　
奴
隷
ノ
取
組
ミ
タ
ル
契
約
ノ
事
i
第
十
八
章
　
問
答
契
約
ノ
区
別

ノ
事
ー
第
十
九
章
　
無
効
ノ
問
答
契
約
ノ
事
－
第
二
十
章
　
　
「
ヒ
デ
シ

ュ
ソ
ル
」
ノ
事
－
第
二
十
一
章
　
書
面
上
ノ
義
務
ノ
事
ー
第
二
十
二
章

　
同
意
二
成
ル
義
務
ノ
事
ー
第
二
十
三
章
　
売
買
契
約
ノ
事
ー
第
二
十

山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
《
全
二
十
冊
》
を
め
ぐ
つ
て

四
章
　
賃
貸
借
ノ
契
約
ノ
事
－
第
二
十
五
章
　
組
合
契
約
ノ
事
ー
第
二

十
六
章
　
代
理
ノ
事
ー
第
二
十
七
章
　
准
契
約
ノ
義
務
ノ
事
ー
第
二
十

八
章
　
如
何
ナ
ル
人
二
由
テ
余
等
ハ
義
務
ヲ
獲
得
ス
ル
コ
ト
有
ル
乎
－
第

二
十
九
章
　
義
務
ヲ
解
除
ス
ル
方
法
ノ
事

第
四
巻

　
第
一
章
犯
罪
ヨ
リ
生
ス
ル
義
務
ー
第
二
章
強
奪
－
第
三
章
　
「
ア

ク
イ
リ
ヤ
」
法
令
ノ
事
－
第
四
章
　
妨
害
ー
第
五
章
　
准
犯
罪
ヨ
リ
生

ス
ル
義
務
ー
第
六
章
　
訴
訟
－
第
七
章
　
（
無
題
）
ー
第
八
章
　
為
害

ノ
訴
－
第
九
章
　
（
無
題
）
1
第
十
章
　
（
無
題
）
ー
第
十
一
章
　
保
証

i
第
十
二
章
　
永
久
ノ
訴
及
ヒ
一
時
ノ
訟
、
相
続
人
二
移
傅
シ
又
ハ
移
傅

セ
サ
ル
訟
ノ
事
ー
第
十
三
章
　
答
弁
－
第
十
四
章
　
弁
駁
ノ
事
－
第

十
五
章
禁
令
ノ
事
ー
第
十
六
章
　
狽
リ
ニ
訴
答
ス
ル
コ
ト
ニ
対
ス
ル
懲

罰
ノ
事
－
第
十
七
章
　
司
法
官
ノ
事
－
第
十
八
章
　
公
訴
ノ
事

附
録
　
要
略
（
要
説
）
1
大
尾
（
「
序
」
を
含
む
）

　
第
一
章
正
義
及
ヒ
法
律

正
義
ハ
人
ヲ
シ
テ
各
其
本
分
ヲ
得
セ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
不
断
無
窮
ノ
願
意
ナ

リ　
「
ジ
ュ
ス
」
ナ
ル
語
ハ
羅
馬
法
学
士
力
其
最
モ
拡
充
シ
タ
ル
意
義
ニ
テ
用

　
ユ
ル
所
ハ
総
テ
各
人
力
遵
奉
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
所
ノ
命
令
ニ
シ
テ
所
謂

　
道
徳
ト
法
律
ト
ノ
命
令
ヲ
併
含
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
O
蓋
シ
公
私
ノ
意
見
ノ
批

　
准
二
拠
テ
唯
タ
服
従
セ
シ
ヲ
得
ル
所
ノ
命
令
ト
人
定
ノ
法
律
上
ノ
批
准
二

　
拠
テ
服
従
セ
シ
メ
得
ル
所
ノ
命
令
ト
ハ
我
輩
ヲ
以
テ
之
ヲ
見
レ
ハ
彼
此
固

　
ヨ
リ
判
然
タ
ル
カ
如
シ
然
ル
ニ
羅
馬
法
学
士
ハ
法
学
ノ
原
理
ト
区
分
ヲ
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
（
二
五
五
）



　
　
山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
《
全
二
十
冊
》
を
め
ぐ
っ
て

　
ス
ル
ニ
方
テ
常
二
此
法
律
ト
道
徳
ト
ヲ
分
別
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
○
例
ヘ
ハ

　
セ
ル
サ
ス
カ
「
ジ
ュ
ス
」
ノ
本
義
ヲ
与
ヘ
テ
善
良
ト
衡
平
ト
ノ
術
ト
倣
ス

　
カ
如
シ
○
此
語
義
ヲ
斯
ク
拡
充
ス
ル
ハ
人
定
法
律
ヲ
道
徳
中
二
混
没
ス
ル

者
ニ
シ
テ
是
レ
則
チ
其
命
令
セ
ラ
ル
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
唯
々
其
必
ス
命
令
セ

　
ラ
ル
ヘ
キ
筈
ノ
モ
ノ
ノ
ミ
タ
ラ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
ト
想
定
ス
レ
ハ
ナ
リ
O
而

　
シ
テ
此
混
雑
ノ
由
テ
起
ル
所
ハ
主
ト
シ
テ
同
法
学
士
力
希
臆
ノ
理
学
ヨ
リ

借
受
タ
ル
天
然
法
ノ
説
二
在
ル
ナ
リ
（
誘
第
十
四
節
ヲ
見
ヨ
）

　
又
「
ジ
ュ
ス
」
ナ
ル
語
ヲ
適
切
二
法
律
上
ノ
意
義
ヲ
以
テ
用
ユ
ル
所
ニ
テ

　
ハ
ニ
個
ノ
主
要
ナ
ル
意
義
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
一
ハ
法
律
ヲ
示
ス
此
法

　
律
ハ
即
法
律
上
ノ
方
略
二
依
テ
保
護
及
ヒ
督
促
セ
ラ
レ
得
ル
所
ノ
権
利
及

　
ヒ
義
務
ノ
全
塊
ヲ
云
フ
又
一
ハ
単
個
ノ
権
利
ヲ
顕
ハ
ス
此
権
利
ハ
即
チ
法

　
律
二
由
テ
一
人
二
許
与
シ
タ
ル
能
力
、
特
権
ニ
シ
テ
他
人
二
賦
課
シ
タ
ル

　
互
関
ノ
義
務
ヲ
以
テ
相
伴
フ
モ
ノ
ト
ス
○
例
ヘ
ハ
通
行
権
ノ
如
シ
是
レ
法

　
律
ヲ
以
テ
一
人
二
許
与
シ
タ
ル
他
人
ノ
地
内
ヲ
通
行
ス
ル
ノ
権
利
ニ
シ
テ

　
其
他
人
ハ
渠
レ
ヲ
通
行
セ
シ
ム
ベ
キ
義
務
ヲ
負
フ
者
ト
ス
O
蓋
シ
此
法
典

　
ノ
論
及
ス
ル
民
法
の
藩
囲
内
二
於
テ
ハ
其
軽
重
ヲ
問
ハ
ス
何
等
ノ
権
利
何

　
等
ノ
義
務
ト
錐
ト
モ
決
シ
テ
他
人
ナ
シ
ニ
ハ
成
立
チ
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
（
誘

　
第
三
十
六
説
ヲ
見
ヨ
）

第
一
節
法
律
学
ハ
天
事
ト
人
事
ノ
学
問
ニ
シ
テ
即
チ
正
ト
不
正
ノ
科
学
ナ

　
リ
　
「
ジ
ュ
リ
ス
フ
リ
ュ
デ
ン
シ
ヤ
」
ハ
凡
テ
「
ジ
ュ
ス
」
ナ
ル
所
ノ
モ
ノ
ノ

　
学
間
ナ
リ
而
シ
テ
「
ジ
ュ
ス
」
ハ
天
然
法
ノ
理
論
二
従
ヘ
ハ
則
チ
正
当
ナ

　
ル
道
理
ノ
命
令
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ト
ス
蓋
シ
此
正
当
ナ
ル
道
理
ハ
自
然
ノ
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
　
（
二
五
六
）

　
二
普
通
ニ
シ
テ
羅
馬
人
力
常
二
云
フ
如
ク
即
チ
神
ト
人
ト
ニ
共
通
ス
ル
モ

　
ノ
ナ
リ
○
此
理
二
由
リ
且
公
法
ノ
祭
事
二
関
係
ア
ル
謂
ヲ
以
テ
天
事
ノ
学

　
モ
亦
人
事
ノ
学
ト
倶
二
「
ジ
ュ
ス
」
ノ
中
二
存
ス
ル
モ
ノ
ト
称
ス
ル
コ
ト

　
必
要
タ
リ
シ
ナ
リ
O
本
節
及
前
節
ノ
義
解
ハ
ア
ル
ビ
ャ
ン
ノ
著
書
ヨ
リ
来

　
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
其
之
ヲ
取
ル
ヤ
狂
妄
不
制
ナ
ル
ヲ
以
テ
特
リ
其
原
之
ヲ
分

　
割
シ
タ
ル
理
論
ヲ
合
セ
取
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
分
明
ナ
ラ
サ
ル
而
己
ナ
ラ
ス
抑

　
モ
之
ヲ
此
二
置
ク
ハ
法
律
ノ
原
論
ト
シ
テ
決
シ
テ
其
所
二
非
サ
ル
ヲ
覚
フ

　
ナ
リ
（
誘
第
三
十
四
節
ヲ
見
ヨ
）

第
二
節
余
等
以
為
ク
既
二
右
等
ノ
名
詞
ヲ
解
釈
シ
タ
レ
ハ
即
チ
今
ヨ
リ
正

二
羅
馬
国
民
ノ
法
律
ヲ
其
最
モ
有
益
ナ
ル
方
法
ニ
テ
説
明
セ
ン
ト
ス
而
シ
テ

余
等
之
ヲ
為
ス
ニ
方
テ
初
メ
先
ツ
平
旦
ニ
シ
テ
且
ツ
容
易
ナ
ル
道
二
従
ヒ
然

ル
後
チ
謹
テ
各
別
二
其
奥
義
ヲ
精
説
ス
ル
ニ
進
マ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
○
何
老
法

学
二
新
タ
ニ
シ
テ
未
タ
多
ク
学
フ
ニ
堪
ヘ
サ
ル
所
ノ
生
徒
ノ
心
ヲ
シ
テ
徒
学

ノ
始
メ
ニ
於
テ
既
二
諸
種
ノ
論
題
ヲ
許
多
担
荷
セ
シ
ム
ル
時
ハ
必
ス
左
ノ
ニ

事
中
ノ
一
ヲ
生
ス
可
ケ
レ
ハ
ナ
リ
即
チ
渠
レ
ヲ
シ
テ
全
ク
此
学
二
従
事
ス
ル

ヲ
廃
弛
セ
シ
ム
ル
カ
否
ラ
サ
レ
ハ
渠
レ
ヲ
シ
テ
大
二
勤
労
セ
シ
メ
且
久
シ
ク

己
レ
ヲ
信
セ
サ
ラ
シ
メ
タ
ル
後
チ
（
是
レ
最
モ
屡
ア
ル
事
ニ
シ
テ
少
年
ノ
進

歩
二
於
ケ
ル
阻
礎
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
）
漸
ク
終
二
渠
レ
ヲ
導
テ
夫
ノ
渠
ヲ
容
易

ノ
道
二
誘
ヒ
シ
ト
キ
ハ
大
ナ
ル
勤
労
モ
要
セ
ス
亦
自
ラ
己
レ
ヲ
信
セ
サ
ラ
シ

ム
ル
コ
ト
無
シ
テ
速
二
達
シ
得
タ
ル
所
ノ
点
二
至
ラ
シ
ム
ル
ヲ
得
ル
コ
ト
是

ナ
リ
第
三
節
法
律
ノ
格
言
ハ
左
ノ
三
ト
ス
日
ク
自
ラ
正
直
二
有
レ
日
ク
人
ヲ
防

害
ス
ル
莫
レ
日
ク
人
ヲ
シ
テ
各
其
本
分
ヲ
得
セ
シ
ム
ヘ
シ



笛
四
節
　
法
律
ノ
学
問
ハ
分
テ
ニ
ト
為
ス
即
チ
公
法
私
法
是
ナ
リ
○
公
法
ハ

羅
馬
帝
国
ノ
政
事
二
関
シ
私
法
ハ
人
民
各
個
ノ
利
益
二
係
ル
○
今
余
等
ノ
論

ス
ル
所
ハ
私
法
ニ
シ
テ
此
私
法
ハ
三
個
ノ
元
素
ヲ
以
テ
作
リ
即
チ
天
然
法
、

国
際
法
及
ヒ
国
法
二
属
ス
ル
諸
法
例
ヨ
リ
成
ル

　
公
法
及
ヒ
私
法
共
二
国
法
ノ
部
分
ナ
リ
而
シ
テ
国
法
ハ
一
某
国
ノ
法
律
ヲ

　
云
フ
O
公
法
ハ
祭
法
、
僧
法
及
ヒ
政
法
ヨ
リ
成
リ
（
デ
、
一
、
一
、
二
）

　
○
故
二
公
法
ノ
関
ス
ル
所
ハ
祭
事
ト
政
事
ト
ニ
シ
テ
私
法
ハ
各
個
人
民
ノ

　
権
利
義
務
ヲ
定
断
ス
○
本
節
二
私
法
ヲ
分
ケ
三
ト
為
ス
論
次
節
二
見
ユ

（
1
4
　
こ
の
司
法
省
本
の
第
二
十
冊
目
（
附
録
大
尾
）
に
は
、
　
「
訳
者
（
山
本
謙
三
ー

　
ー
森
註
）
日
ク
」
と
し
て
「
ビ
ン
ヂ
カ
シ
ョ
」
に
つ
い
て
は
「
本
書
ノ
誘
導
篇
ニ
ハ

　
其
大
略
ヲ
示
シ
」
た
と
あ
り
、
ま
た
「
其
由
来
並
二
訴
答
ノ
手
続
等
ハ
誘
導
篇
第
九

　
十
四
節
ヲ
参
観
ス
可
シ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
　
「
誘
導
篇
」
は
す
で
に

　
翻
訳
を
終
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
著
者
サ
γ
ダ
ー
ス
（
イ
ギ
リ
ス
、
一
八
二
五
－
一
八
九
四
年
は
、
オ
ヅ
ク
ス

　
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
学
び
、
一
八
四
八
年
に
塑
＞
・
そ
し
て
一
八
五
一
年
に
冨
・
》
を

　
取
得
し
、
同
年
弁
護
士
と
な
り
、
一
八
六
五
年
か
ら
一
八
七
三
年
ま
で
法
学
院
（
冒
霧

　
o
h
O
豊
旨
）
の
講
師
と
し
て
、
憲
法
、
憲
法
史
を
教
え
た
人
で
あ
る
（
U
一
9
δ
〒

　
簿
曙
o
h
嵩
は
8
巴
三
〇
讐
8
げ
ざ
＜
○
一
，
図
く
鼻
○
臥
o
疑
鴇
P
園
O
）
。

（
3
）
　
本
書
は
、
初
版
一
八
五
三
年
、
第
二
版
一
八
五
九
年
、
第
三
版
一
八
六
五
年
、

　
第
四
版
不
明
、
第
五
版
一
八
七
四
年
（
本
塾
図
書
館
星
文
庫
蔵
）
、
第
六
版
一
八
七

　
八
年
（
法
務
図
書
館
蔵
）
、
第
七
版
一
八
八
三
年
、
第
八
版
一
八
八
八
年
、
そ
の
後
、

　
一
八
九
八
年
、
一
九
〇
〇
年
、
一
九
二
二
年
と
版
が
重
ね
ら
れ
た
。

（
4
）
著
者
は
、
初
版
か
ら
こ
の
第
五
版
ま
で
は
、
こ
の
緒
言
に
変
更
を
加
え
て
い
な

　
い
が
、
第
六
版
以
後
の
緒
言
の
な
か
で
、
「
ハ
ソ
タ
ー
、
（
国
q
算
R
）
の
『
・
i
マ
法
』

　
の
恩
恵
を
受
け
」
、
「
翻
訳
の
訂
正
に
は
、
ハ
ン
タ
ー
の
『
提
要
』
の
正
文
の
翻
訳
と
、

　
　
　
山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
《
全
二
十
冊
》
を
め
ぐ
つ
て

　
ア
ブ
デ
ィ
（
》
σ
α
『
）
お
よ
び
ウ
ォ
ー
カ
ー
（
薫
巴
犀
R
）
の
翻
訳
を
参
考
と
し
」
、

　
ま
た
「
ク
リ
ー
ゲ
ル
の
正
文
に
代
え
て
、
フ
シ
ュ
ケ
（
国
q
ω
o
竃
｛
Φ
）
の
正
文
（
い
①
坤
1

℃
の
一
P
一
〇〇
①
o

o
）
を
用
い
て
若
干
の
変
更
を
加
え
た
」
（
担
ρ
ω
四
昌
鼠
β
日
び
の
一
㌣

　ω

蜂
葺
Φ
ω
o
｛
冒
ω
ロ
巳
m
P
①
a
●
U
9
α
8
し
c
o
お
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
5
）
　
東
京
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
開
成
学
校
に
お
い
て
は
、
「
羅
馬
法
律
」
が
講
義

　
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
十
年
に
東
京
大
学
と
な
つ
て
か
ら
は
、
国
粋
保
守
主
義
的
教

育
方
針
を
と
つ
た
加
藤
弘
之
の
意
見
に
よ
つ
て
、
日
本
法
制
史
講
座
の
濫
膓
と
も
言

　う

べ
き
「
本
邦
古
代
法
律
」
と
い
う
講
義
が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
マ
法
の
講

義
は
そ
の
影
を
潜
め
て
し
ま
つ
た
（
矢
田
「
明
治
時
代
の
ロ
ー
マ
法
教
育
（
一
）
」
．

法
学
新
報
・
第
四
四
巻
三
号
・
昭
和
九
年
三
月
・
八
三
－
九
二
頁
．
参
照
）
。
し
か

　
し
明
治
十
五
年
に
ロ
ー
マ
法
の
講
義
が
復
活
さ
れ
、
そ
の
担
当
者
テ
リ
ー
の
ロ
ー
マ

法
講
義
に
は
「
サ
ソ
ダ
ル
氏
　
ジ
ャ
ス
テ
ニ
ヤ
ソ
法
典
」
を
使
用
し
て
教
科
書
と
し

　
た
（
「
東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
一
覧
」
・
従
明
治
十
五
年
至
十
六
年
．
五
二
貝
、
お

　
よ
び
同
書
・
明
治
十
七
年
二
月
・
五
八
頁
）
。

（
6
）
　
明
治
義
塾
研
究
所
（
法
律
学
校
）
で
ロ
ー
マ
法
を
講
じ
た
と
思
わ
れ
る
馬
場
辰

　猪選の「

羅
馬
律
略
」
（
共
存
雑
誌
・
第
二
〇
ー
六
二
号
・
明
治
十
二
ー
三
年
）

　
は
、
サ
ソ
ダ
ー
ス
本
を
基
礎
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
矢
田
「
明
治
以
来
ロ
ー

　
マ
法
源
邦
訳
事
歴
（
一
）
」
・
法
学
新
報
・
第
四
九
巻
一
号
・
四
三
I
I
五
〇
頁
）
。
ま

　
た
英
吉
利
法
律
学
校
に
て
明
治
十
八
年
度
の
半
ば
よ
り
「
渋
谷
（
櫃
爾
i
森
註
）

　
君
ノ
講
義
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
サ
ン
タ
ー
氏
ノ
『
ヂ
ャ
ス
チ
ニ
ア
ソ
』
の
総
論
文
」
　
（
渡

　
辺
安
積
講
義
・
山
口
正
毅
編
輯
「
羅
馬
法
」
1
英
吉
利
法
律
学
校
講
義
録
ー
．

　
明
治
二
十
年
七
月
・
二
頁
）
で
あ
つ
た
し
、
さ
ら
に
明
治
十
九
年
度
に
は
、
渡
辺
安

　
積
も
「
羅
馬
法
ヲ
講
ス
ル
ニ
方
リ
ー
列
川
引
鯛
ハ
ン
タ
ー
ポ
ス
ト
サ
ン
ダ
ー
マ
ク

　
ケ
ン
ジ
ー
諸
氏
の
羅
馬
法
書
二
拠
リ
其
大
要
ヲ
纂
述
」
　
（
渡
辺
安
積
編
輯
「
羅
馬
法

　
全
」
・
英
蘭
堂
・
明
治
十
九
年
六
月
・
七
頁
）
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
7
）
　
「
英
吉
利
法
律
羅
馬
法
律
教
師
テ
リ
ー
申
報
」
（
「
東
京
大
学
年
報
」
．
六
五
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
　
（
二
五
七
）



　
　
山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」

　
六
六
頁
に
よ
れ
ば
、
東
京
大
学
に
お
け
る
明
治
十
五
年
度
の
ロ
ー
マ
法
の
講
義
で
は
、

　
「
人
事
編
ノ
大
意
ヲ
普
通
一
般
ノ
方
法
二
依
リ
テ
授
ケ
タ
リ
特
二
学
生
ヲ
シ
テ
大
二

注
意
ヲ
喚
起
セ
シ
メ
シ
ハ
無
形
物
及
ヒ
義
務
ノ
条
目
ト
ス
」
（
矢
田
・
前
掲
ロ
ー
マ
法

　
教
育
（
一
）
・
法
学
新
報
・
第
四
四
巻
三
号
．
九
〇
頁
）
と
あ
る
。

（
8
）
　
春
木
・
前
掲
書
・
一
一
九
頁
。

二
　
訳
者
　
山
本
謙
三
の
こ
と

《
全
二
十
冊
》
を
め
ぐ
つ
て

　
山
本
謙
三
の
生
涯
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
ま
ず
、
彼
の
出
身
地
お

よ
び
生
年
没
年
に
つ
い
て
は
ま
つ
た
く
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
山
本
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

初
め
そ
の
本
籍
地
を
新
川
県
（
石
川
県
）
に
お
き
、
最
後
に
東
京
府
に
そ
れ
を
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

し
、
東
京
府
下
谷
区
北
稲
荷
町
十
六
番
地
に
居
を
構
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

知
り
得
る
最
後
の
族
籍
は
、
「
東
京
府
平
民
」
で
あ
る
。

　
さ
て
、
山
本
は
明
治
七
年
頃
、
東
京
開
成
学
校
の
予
科
に
入
学
し
、
三
ケ
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
課
程
を
経
て
、
明
治
九
年
に
卒
業
し
た
よ
う
で
あ
る
。
卒
業
後
、
明
治
九
年
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

二
月
十
三
目
よ
り
東
京
大
学
予
備
門
の
英
語
教
員
と
し
て
雇
入
れ
ら
れ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
（
9
）
　
　
　
（
1
0
）

明
治
十
年
八
月
八
日
よ
り
司
法
省
六
等
属
に
転
任
し
、
同
五
等
属
、
同
四
等
属
、

　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

同
三
等
属
と
昇
進
し
、
さ
ら
に
同
省
記
録
局
翻
訳
課
三
等
属
、
同
総
務
局
文
書

　
　
（
1
3
）

課
三
等
属
を
経
て
、
明
治
二
十
年
十
二
月
二
十
四
目
よ
り
検
事
に
任
ぜ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

と
と
も
に
奏
任
官
六
等
に
叙
せ
ら
れ
、
大
阪
始
審
裁
判
所
詰
検
事
と
な
つ
た
。

そ
し
て
明
治
二
十
一
年
三
月
二
十
一
日
に
は
、
法
律
取
調
委
員
会
に
お
け
る
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

律
取
調
事
務
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
法
律
取
調
委
員
会
は
、
明
治
十
九
年
八

月
六
日
に
井
上
馨
に
よ
つ
て
設
置
さ
れ
、
当
時
、
民
法
そ
の
他
の
諸
法
典
を
統
一

的
か
つ
早
急
に
編
纂
・
起
草
す
る
た
め
に
、
連
日
審
議
を
重
ね
て
い
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
（
二
五
八
）

（
1
7
）

る
。
山
本
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
同
委
員
会
に
お
い
て
そ
の
事
務
を
取
扱
つ
た
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

明
治
二
十
四
年
堺
区
裁
判
所
詰
検
事
、
明
治
二
十
五
年
大
阪
区
裁
判
所
検
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

明
治
二
十
六
年
堺
区
裁
判
所
詰
検
事
を
経
て
、
明
治
二
十
六
年
十
二
月
二
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

日
よ
り
判
事
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
高
等
官
七
等
に
叙
せ
ら
れ
、
五
条
区
裁

　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

判
所
判
事
と
な
り
、
多
く
の
民
刑
事
件
を
分
掌
し
た
。
後
、
明
治
二
十
七
年
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
24
）

月
二
十
五
日
に
願
に
依
り
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
消
息
は
、
ま
つ
た

く
不
明
で
あ
る
。

　
こ
の
司
法
省
時
代
に
、
山
本
は
、
数
多
く
の
翻
訳
を
も
の
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
の
ほ
か
、

法
務
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、

　
山
本
謙
三
訳
述
「
英
国
禁
令
状
（
完
）
」
・
司
法
省
・
明
治
十
二
年
二
月
．
一

　
　
冊
・
一
一
四
頁

　
山
本
謙
三
訳
「
合
衆
国
政
府
千
八
百
五
十
三
年
二
月
二
十
六
日
布
告
第
八
十

　
　
号
　
訴
訟
入
費
条
例
」
・
司
法
省
・
一
冊
・
司
法
省
十
三
行
罫
紙
二
十
三

　
　
枚
の
写
本

　
山
本
謙
三
訳
「
英
国
上
等
裁
判
所
手
数
料
規
則
」
・
司
法
省
・
一
冊
・
司
法

　
　
省
十
三
行
罫
紙
十
二
枚
の
写
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
山
本
謙
三
訳
「
英
国
上
等
裁
判
所
訴
訟
入
費
規
則
」
・
司
法
省
・
明
治
十
六
年

　
　
・
一
冊
・
司
法
省
十
三
行
罫
紙
四
十
二
枚
の
写
本

　
山
本
謙
三
訳
・
英
人
ア
ヂ
ソ
ン
氏
著
「
英
国
民
事
犯
法
要
説
」
・
司
法
省
・

　
　
　
　
　
（
26
）

　
　
明
治
十
三
年
ー
十
四
年
二
月
二
十
八
日
・
三
冊
・
無
罫
紙
八
一
四
枚
の

　
　
和
装
半
紙
版
写
本

　
山
本
謙
三
訳
・
米
タ
ウ
ン
ゼ
ソ
ド
氏
著
「
英
米
商
法
要
論
（
完
）
」
・
司
法
省



　
・
曝
治
ニ
ヤ
三
年
三
月
・
一
冊
・
九
一
二
頁

が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
山
本
は
、
司
法
省
勤
務
の
か
た
わ
ら
、
専
修
学
校
で
ロ
ー
マ
法

そ
の
他
の
学
科
目
の
講
義
を
し
た
。

　
専
修
学
校
で
は
、
明
治
十
三
年
九
月
の
創
立
以
来
、
邦
語
で
講
義
が
な
さ
れ
、

・
ー
マ
法
の
講
義
は
、
法
律
学
科
外
の
　
「
特
別
講
義
」
あ
る
い
は
　
「
臨
時
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

義
」
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
講
義
内
容
は
、
明
治
十
五
年

か
ら
十
六
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
高
橋
健
三
の
ロ
ー
マ
法
に
つ
い
て
の
講
義

（
28
）

録
よ
り
推
察
す
れ
ば
、
ロ
ー
マ
法
全
般
に
わ
た
つ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
い

で
、
明
治
十
七
年
か
ら
二
十
二
年
頃
ま
で
、
山
本
謙
三
が
法
律
科
の
講
師
と
し

　
　
　
　
　
（
2
9
）

て
講
壇
に
立
ち
、
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
を
講
述
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

の
間
、
専
修
学
校
の
法
律
学
科
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
法
は
、
明
治
十
八
年
・
十

（
31
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
（
3
3
賦

九
年
に
は
「
第
三
年
」
に
、
そ
し
て
明
治
二
十
年
・
二
十
一
年
に
は
「
科
外
」

に
お
か
れ
て
い
た
。
山
本
の
後
、
明
治
二
十
三
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
は
、
・

ー
マ
法
は
第
一
年
・
第
二
年
の
前
後
期
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
、
そ
の
担
当
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）
　
　
　
　
（
35
）
　
　
　
（
36
）

目
賀
田
種
太
郎
と
朝
倉
外
茂
鉄
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
目
賀
田
は
、
「
羅
馬
法
」
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
（
38
）

後
に
検
討
す
る
「
羅
馬
法
典
」
、
そ
し
て
朝
倉
は
、
「
羅
馬
法
」
と
い
う
講
義
録

を
残
し
て
い
る
。

　
山
本
は
、
・
ー
マ
法
の
ほ
か
、
科
外
講
義
を
明
治
二
十
四
年
頃
ま
で
い
く
つ

　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
　
　
（
4
0
）
　
　
　
　
　
（
4
1
）

か
担
当
し
た
ら
し
く
、
明
治
二
十
年
か
ら
二
十
三
年
に
発
兇
さ
れ
た
「
専
修
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
42
）

校
法
律
講
義
筆
記
集
」
に
あ
る
山
本
の
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
山
本
謙
三
講
述
・
三
浦
恒
吉
筆
記
「
禁
止
令
状
（
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
）
」

　
　
　
・
四
十
八
頁

　
　
　
　
山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
（
全
二
十
冊
》
を
め
ぐ
つ
て

山
本
謙
三
講
義
・
山
村
鉄
六
筆
記
「
中
裁
法
」
・
二
十
三
頁

山
本
謙
三
講
述
・
大
原
哲
治
筆
記
「
保
証
及
担
保
法
」
・
三
十
五
頁

山
本
謙
三
講
義
・
山
村
鉄
六
筆
記
「
払
方
法
」
・
三
十
頁

山
本
は
、
関
西
へ
赴
任
す
る
と
共
に
、
専
修
学
校
を
退
職
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
「
東
京
開
成
学
校
一
覧
」
・
明
治
八
年
二
月
・
五
七
頁
。
な
お
同
書
・
明
治
九

年
版
で
は
、
木
籍
が
「
新
潟
」
（
一
〇
一
頁
）
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
植
で
あ

　
ろ
う
。

（
2
）
　
「
宮
員
録
」
・
明
治
十
一
年
六
月
版
か
ら
同
十
五
年
六
月
版
ま
で
は
、
本
籍
「
石

　川」と

な
つ
て
い
る
。
新
川
県
は
明
治
九
年
四
月
十
八
日
か
ら
石
川
県
と
改
称
さ
れ

　
た
か
ら
で
あ
る
。

（
3
）
　
「
官
員
録
」
・
明
治
十
六
年
六
月
版
か
ら
は
、
　
「
東
京
府
」
と
な
つ
て
い
る
。

（
4
）
専
修
学
校
同
窓
会
「
専
修
学
校
同
窓
会
報
告
、
従
明
治
二
十
年
一
月
到
明
治
二

　
十
年
十
二
月
」
・
明
治
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日
・
二
〇
頁
お
よ
び
「
日
本
紳
士
録
」

　
・
明
治
二
十
五
年
版
・
交
詞
社
・
四
二
八
頁
・
参
照
。

（
5
）
　
「
五
条
区
裁
判
所
現
在
員
明
細
表
」
・
明
治
二
十
七
年
六
月
三
十
日
調
。

（
6
）
山
本
は
、
明
治
八
年
に
は
、
予
科
第
四
級
甲
（
「
東
京
開
成
学
校
一
覧
」
・
明
治

　
八
年
二
月
・
五
七
頁
）
そ
し
て
同
九
年
に
は
予
科
第
二
級
甲
（
「
東
京
開
成
学
校
生

徒
月
表
」
・
第
五
号
・
明
治
九
年
五
月
、
お
よ
び
「
東
京
開
成
学
校
一
覧
」
・
明
治
九

年
・
一
〇
一
頁
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
東
京
開
成
学
校
予
科
は
、
三
ケ
年

　
の
課
程
で
あ
つ
た
こ
と
、
ま
た
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
九
年
十
二
月
か
ら

　
は
、
東
京
大
学
予
備
門
の
英
語
教
員
と
し
て
雇
入
れ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
推
定
し
て
、

　
予
科
入
学
が
明
治
七
年
そ
し
て
卒
業
が
同
九
年
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）
　
「
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
上
冊
」
・
昭
和
七
年
十
一
月
．
九
一
八
頁
。

（
8
）
前
掲
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
上
冊
・
九
一
八
頁
、
「
官
員
録
」
・
明
治
十
一
年

　
六
月
版
・
一
二
八
枚
ウ
ラ
、
同
明
治
十
二
年
一
月
版
・
＝
三
枚
ウ
ラ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
　
（
二
五
九
）



山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
《
全
二
十
冊
》
を
め
ぐ
つ
て

（
9
）
　
「
官
員
録
」
・
明
治
十
三
年
六
月
版
二
五
二
枚
オ
モ
テ
。

（
1
0
）
　
「
官
員
録
」
・
明
治
十
四
年
五
月
版
・
一
五
九
枚
オ
モ
テ
。

（
1
1
）
　
「
官
員
録
」
・
明
治
十
五
年
六
月
版
・
一
六
九
枚
ウ
ラ
、
同
明
治
十
六
年
六
月
版
・

　
一
七
五
枚
オ
モ
テ
、
同
明
治
十
七
年
十
月
版
（
上
）
・
一
九
二
枚
オ
モ
テ
。
な
お
、

　
西
村
捨
也
「
明
治
時
代
法
律
書
解
題
」
・
酒
井
書
店
・
一
九
六
八
年
に
よ
れ
ば
、
「
山

　
本
謙
三
（
一
八
八
二
年
）
外
務
省
四
等
属
」
　
（
索
引
五
六
頁
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

　
「
司
法
省
三
等
属
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
1
2
）
　
「
官
員
録
」
・
明
治
十
八
年
十
一
月
版
（
上
）
二
二
五
枚
ウ
ラ
。

（
1
3
）
　
「
官
員
録
」
・
明
治
十
九
年
十
二
月
版
・
二
一
〇
枚
ウ
ラ
、
「
改
正
官
員
録
」
・
明

　
治
二
十
年
三
月
版
（
甲
）
・
一
〇
八
丁
。

（
14
）
　
「
官
報
』
・
第
一
三
五
一
号
・
明
治
二
十
年
十
二
月
二
十
八
日
。
な
お
「
官
報
一

　
第
一
三
五
七
号
・
明
治
二
十
一
年
一
月
十
一
日
に
よ
れ
ば
、
「
明
治
二
十
一
年
一
月

　
十
日
　
下
級
俸
下
賜
検
事
（
奏
任
官
六
等
）
　
山
本
謙
三
」
と
あ
る
。

（
1
5
）
「
官
報
」
．
第
一
三
六
一
号
・
明
治
二
十
一
年
一
月
十
六
日
。
な
お
、
こ
の
大
阪

始
審
裁
判
所
詰
は
、
明
治
二
十
三
年
ま
で
続
い
た
（
「
官
員
録
」
・
明
治
二
十
一
年
四

月
版
・
一
二
五
枚
ウ
ラ
、
「
職
員
録
」
・
明
治
二
十
一
年
十
二
月
・
二
一
七
頁
、
　
「
職

員
録
（
甲
）
」
・
明
治
二
十
二
年
十
二
月
・
二
一
八
頁
、
「
改
正
官
員
録
（
甲
）
」
・
明

　
治
二
十
三
年
十
二
月
・
二
一
二
枚
オ
モ
テ
）
。

（
1
6
）
　
「
官
報
」
・
第
一
四
一
六
号
・
明
治
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日
。

（
1
7
）
　
星
野
通
「
明
治
民
法
編
纂
史
研
究
」
・
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
社
・
昭
和
十
八
年
・
八
六

　
頁
以
下
参
照
。

（
1
8
）
　
「
職
員
録
（
乙
）
」
・
明
治
二
十
四
年
一
月
版
に
よ
れ
ば
、
「
司
法
省
堺
区
裁
判
所

　
検
事
（
奏
五
等
）
　
（
下
）
従
七
位
」
（
三
六
頁
）
と
あ
る
。

（
1
9
）
　
「
職
員
録
（
甲
）
」
・
明
治
二
十
五
年
一
月
版
に
よ
れ
ば
、
「
司
法
省
大
阪
区
裁
判

　
所
検
事
（
奏
十
二
、
従
七
位
）
」
（
二
四
〇
頁
）
と
な
つ
て
い
る
。

（
芝
n
）
　
「
職
員
録
（
甲
）
」
．
明
治
二
十
六
年
一
月
版
に
よ
れ
ば
、
「
司
法
省
堺
区
裁
判
所

五
四

（
二
六
〇
）

　
検
事
（
七
等
、
従
七
位
）
」
（
二
五
〇
頁
）
と
あ
る
。

（
2
1
）
　
「
官
報
」
・
第
三
一
四
八
号
・
明
治
二
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
。

（
箆
）
　
「
官
報
」
・
第
三
一
四
九
号
・
明
治
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日
に
は
、
　
「
補
五

　
条
区
裁
判
所
判
事
　
判
事
　
山
本
謙
三
」
　
「
十
二
級
俸
下
賜
　
判
事
山
本
謙
三
」

　
「
（
以
上
　
十
二
月
二
十
三
日
　
司
法
省
）
」
と
あ
る
。
な
お
「
五
条
区
裁
判
所
明
治
二

　
十
七
年
（
自
一
月
至
六
月
）
出
勤
簿
抄
録
」
に
は
、
　
コ
月
八
日
　
大
阪
地
方
裁
判

　
所
ヨ
リ
着
任
」
と
な
つ
て
い
る
。

（
2
3
）
　
「
五
条
区
裁
判
所
現
在
員
明
細
表
」
・
明
治
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
調
お
よ

　
び
同
明
治
二
十
七
年
六
月
三
十
日
調
。
現
在
、
奈
良
地
方
裁
判
所
五
条
支
部
に
は
、

　
五
条
区
裁
判
所
時
代
の
判
決
原
本
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
山
本
謙
三
が

　
関
与
し
た
も
の
は
全
部
で
二
十
六
件
あ
つ
た
。

（
2
4
）
　
「
官
報
」
・
第
三
四
〇
二
号
・
明
治
二
十
七
年
十
月
二
十
九
日
。
な
お
「
五
条
区

裁
判
所
明
治
二
十
七
年
（
自
七
月
至
十
二
月
）
出
勤
簿
抄
録
」
に
よ
れ
ば
「
十
二
月
二

　
日
依
願
免
官
の
辞
令
拝
受
」
と
な
つ
て
お
り
、
実
際
に
も
十
一
月
と
十
二
月
は
「
皆

　
勤
」
と
な
つ
て
い
る
。

（
2
5
）
　
本
書
に
は
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
の
明
記
が
な
い
が
、
　
門
司
法
省
第
九
庶
務

　
年
報
」
・
明
治
十
六
年
に
、
「
本
年
中
翻
訳
」
と
し
て
「
英
国
訴
訟
入
費
規
則
　
全
部
」

　
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
時
期
を
明
治
十
三
年
と
推
定
し
た
。

（
2
6
）
本
書
に
つ
い
て
も
そ
の
第
一
冊
目
の
第
一
綴
か
ら
第
三
綴
ま
で
の
成
立
時
期
が

　
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
一
冊
目
の
第
四
綴
が
明
治
十
三
年
七
月
一
日
と
記
さ
れ

　
て
い
る
こ
と
、
ま
た
「
司
法
省
第
六
庶
務
年
報
」
・
明
治
十
三
年
に
、
「
本
年
度
中
翻

　
訳
セ
シ
書
目
」
と
し
て
「
英
国
民
事
犯
法
要
説
七
冊
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
一
冊

　
目
の
三
つ
の
綴
は
明
治
十
三
年
七
月
一
日
以
前
の
う
ち
に
成
立
し
た
も
の
と
推
定
で

　
き
る
。

（
2
7
）
　
「
専
修
学
校
法
学
課
一
斑
」
・
明
法
志
林
・
第
三
号
・
明
治
十
五
年
八
月
十
五
日

　
・
四
六
〇
頁
・
参
照
。



（
銘
）
　
高
橋
は
、
　
『
高
橋
健
三
君
専
修
学
校
…
ア
法
学
生
徒
二
教
授
ノ
羅
馬
財
産
法
ノ

　
講
義
」
・
明
法
志
林
・
第
二
九
号
・
明
治
十
五
年
五
月
十
五
日
・
一
九
二
ー
二
〇

　
六
頁
、
お
よ
び
同
誌
・
第
一
三
号
・
明
治
十
五
年
六
月
十
六
日
・
二
七
五
i
二
九

　
〇
頁
、
そ
し
て
高
橋
健
三
講
述
・
専
修
学
校
生
徒
筆
記
「
羅
馬
法
講
義
」
．
明
治
十

　
六
年
五
月
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
「
羅
馬
法
講
義
」
は
、
第
三
回
身
分
法
、
第
四
回

　
身
分
法
後
見
人
ノ
部
、
そ
し
て
第
五
回
財
産
法
（
こ
の
財
産
法
の
部
分
は
、
い
く
つ

　
か
の
字
句
の
相
違
は
あ
る
が
、
上
記
の
羅
馬
財
産
法
ノ
講
義
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ

　
る
）
か
ら
な
り
、
第
一
回
と
第
二
回
の
講
義
が
抜
け
て
い
る
が
、
そ
の
前
文
で
「
前

　
二
回
ノ
講
義
二
於
テ
成
典
大
全
編
纂
ノ
顛
末
ヨ
リ
ジ
ァ
ス
チ
ニ
ア
ン
帝
己
後
近
世
二

　
至
ル
迄
ノ
羅
馬
法
全
体
ノ
景
況
ヲ
略
論
セ
リ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

　
第
一
回
と
第
二
回
の
講
義
の
内
容
が
推
測
で
き
る
。

（
2
9
）
明
治
十
八
年
三
月
版
「
専
修
学
校
一
覧
」
に
は
法
律
学
科
目
の
な
か
に
「
羅
馬

　
法
』
が
あ
り
、
そ
し
て
講
師
陣
の
な
か
に
「
山
本
謙
三
」
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
明

　
治
十
九
年
七
月
版
・
明
法
志
林
・
第
一
二
〇
号
の
「
専
修
学
校
生
徒
募
集
広
告
」
お

　
よ
び
同
年
十
二
月
版
・
同
誌
・
第
二
天
号
の
広
告
に
は
「
羅
馬
法
」
、
ま
た
明
治
二

　
十
年
九
月
版
「
専
修
学
校
一
覧
」
に
も
「
羅
馬
法
」
と
「
山
本
謙
三
」
、
さ
ら
に
、
明
治

　
二
十
一
年
版
・
同
誌
に
は
、
「
羅
馬
法
」
、
そ
し
て
明
治
二
十
二
年
七
月
版
・
同
誌
に
は
、

　
講
師
欄
に
「
山
本
謙
三
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
だ
け
で
は
、
そ
の
明
治

　
十
八
年
か
ら
二
十
二
年
ま
で
山
本
が
羅
馬
法
を
講
義
し
た
か
ど
う
か
は
確
か
で
は
な

　
い
。
し
か
し
、
専
修
学
校
同
窓
会
編
「
専
修
学
校
同
窓
会
報
告
・
従
明
治
二
十
年
一

　
月
到
明
治
二
十
年
十
二
月
」
・
明
治
二
十
一
年
二
月
二
十
三
日
・
一
五
頁
、
お
よ
び
同

　
編
・
同
誌
・
従
明
治
二
十
一
年
一
月
到
明
治
二
十
一
年
六
月
・
明
治
二
十
一
年
十
月

　
十
一
日
・
三
一
頁
に
よ
れ
ば
、
「
講
師
受
持
科
目
」
と
し
て
「
羅
馬
法
山
本
謙
三
」

　
と
な
つ
て
お
り
、
明
治
二
十
年
か
ら
二
十
一
年
に
か
け
て
、
山
本
が
ロ
ー
マ
法
を
講

　
義
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
即
て
い
る
か
ら
、
明
治
十
八
年
か
ら
二
十
二
年
ま
で
山

　
本
が
β
ー
マ
法
を
講
義
し
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
さ
ら
に
明
治

　
　
　
山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
（
全
二
十
冊
》
を
め
ぐ
つ
て

十
七
年
の
資
料
は
な
い
が
、
春
木
博
士
が
、
「
某
友
ノ
伝
フ
ル
所
二
依
レ
バ
」
と
し
て

明
治
十
七
年
に
山
本
が
講
義
し
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
（
春
木
・
前
掲
書
．
一
一
九

頁
）
、
そ
し
て
山
本
が
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
を
明
治
十
七
年
四
月
に
訳
し
終
え
た

　
こ
と
を
も
考
え
合
せ
て
、
明
治
十
七
年
も
含
め
た
い
と
思
う
。

（
3
0
）
　
「
専
修
学
校
一
覧
」
・
明
治
十
八
年
三
月
。

（
31
）
明
法
志
林
・
第
コ
一
〇
号
・
明
治
十
九
年
七
月
二
十
五
日
の
「
専
修
学
校
生
徒

　
募
集
広
告
」
、
お
よ
び
同
誌
・
第
二
一
八
号
・
明
治
十
九
年
十
二
月
二
十
五
目
の
広

告
。

（
認
）
　
「
専
修
学
校
一
覧
」
・
第
八
号
・
明
治
二
十
年
九
月
。

（
33
）
　
「
専
修
学
校
一
覧
」
・
明
治
二
十
一
年
八
月
。

（
3
4
）
　
矢
田
「
明
治
時
代
の
・
ー
マ
法
教
育
（
二
）
」
・
法
学
新
報
・
第
四
四
巻
四
号
・

　
一
〇
二
頁
。
佐
藤
教
授
は
、
目
賀
田
が
ロ
ー
マ
法
を
「
明
治
十
九
i
二
十
五
年
の

　
間
』
（
佐
藤
・
前
掲
書
・
七
一
頁
）
に
講
義
し
た
と
主
張
さ
れ
る
が
、
山
本
が
明
治
二

　
十
二
年
頃
ま
で
講
義
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
目
賀
田
は
明
治
二
十
三
年
か
ら
二

　
十
五
年
ま
で
の
間
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
お
）
　
故
目
賀
田
男
爵
伝
記
編
纂
会
「
男
爵
目
賀
田
種
太
郎
」
・
昭
和
十
三
年
に
よ
れ

　
ば
、
目
賀
田
（
一
八
五
三
－
一
九
二
六
年
）
は
、
明
治
三
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
留

　
学
し
、
そ
の
問
ラ
テ
ン
語
と
β
ー
マ
法
に
興
味
を
寄
せ
（
四
二
、
五
二
、
一
四
八
頁
）
、

　
帰
国
後
、
明
治
十
三
年
に
相
馬
、
田
尻
、
駒
井
ら
と
と
も
に
共
同
経
営
の
専
修
学
校

　
を
創
設
し
、
私
犯
法
（
損
害
賠
償
法
）
、
証
拠
法
、
刑
法
、
万
国
公
法
を
教
授
し
、
後

　
に
は
弁
論
学
を
正
科
に
加
え
た
（
一
一
二
頁
）
。
講
義
録
と
し
て
は
、
「
動
産
委
托
法
」
、

　
「
国
際
私
法
」
、
「
私
訴
犯
法
（
完
）
」
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
他
、
「
文
書
上
の
権
利
」

　
と
い
う
著
書
も
あ
る
（
専
修
大
学
年
史
編
纂
室
「
専
修
大
学
九
十
年
小
史
」
・
昭
和

　
四
十
四
年
二
九
頁
）
。
さ
ら
に
彼
は
「
法
詞
訳
集
」
の
作
製
に
も
参
画
し
て
い
る
（
宮

　
坂
宏
「
法
詞
訳
集
ー
専
修
学
校
創
設
と
外
国
法
教
育
ー
」
・
専
修
法
学
論
集
・

　
第
七
号
・
一
九
六
九
年
十
二
月
・
八
四
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
　
　
（
噸
工
ハ
～
）



山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
『
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
《
全
二
十
冊
》
を
め
ぐ
つ
て

（
3
6
）
本
書
は
、
米
国
法
律
学
士
目
賀
田
種
太
郎
講
義
「
羅
馬
法
」
（
全
二
〇
九
頁
）
と

称
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
は
「
専
修
学
校
講
義
案
　
宇
野
家
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
沿
革
概
説
ー
初
巻
　
法
学
及
法
律
ノ
区
別
ー
第
一
巻
　
人
ノ
総
論
・
民
権
・

　
　
国
民
及
外
国
人
・
奴
隷
・
婚
姻
・
離
婚
・
自
然
生
ノ
子
ヲ
正
当
ニ
ス
ル
コ
ト
・
「
ア

　
　
ド
プ
シ
オ
ー
」
・
父
権
・
後
見
人
及
財
産
管
理
人
即
チ
輔
佐
人
・
法
人
i
第
二

　
　
巻
　
物
権
二
関
ス
ル
法
律
・
物
ノ
区
別
・
財
産
権
・
財
産
獲
得
ノ
方
法
・
占
有
・

　
　
ヲ
レ
ジ
ア
ル
」
即
チ
属
地
ノ
地
役
権
・
用
益
権
・
住
居
権
・
使
用
権
・
時
効
ー

　
　
ー
第
三
巻
　
人
権
及
義
務
即
チ
法
鎖
・
要
物
契
約
・
言
辞
書
面
二
依
リ
テ
成
レ
ル

　
　
義
務

（
3
7
）
　
朝
倉
は
明
治
二
十
三
年
帝
国
大
学
卒
業
後
、
直
ち
に
法
律
事
務
に
従
い
、
傍
ら

　
東
京
専
門
学
校
と
英
吉
利
法
律
学
校
の
講
壇
に
も
立
つ
て
い
た
（
矢
田
・
前
掲
・
ー

　
マ
法
教
育
（
二
）
・
法
学
新
報
・
第
四
四
巻
四
号
・
一
〇
六
頁
註
2
）
。
著
作
と
し
て
は
、

　
朝
倉
外
茂
鉄
講
述
「
海
商
法
（
完
）
」
（
東
京
法
学
院
）
、
朝
倉
外
茂
鉄
講
義
・
院
友
永

　
滝
久
吉
編
輯
「
英
国
商
船
法
」
等
が
あ
る
。

（
3
8
）
朝
倉
外
茂
鉄
講
義
「
羅
馬
法
」
（
専
修
学
校
法
律
学
講
義
筆
記
）
（
矢
田
・
前
掲

　
・
ー
マ
法
教
育
（
二
Y
法
学
新
報
・
第
四
四
巻
四
号
二
〇
三
頁
註
8
）
。
本
書
は
私

　
見
で
き
な
か
つ
た
が
、
東
京
専
門
学
校
の
講
義
録
で
あ
る
朝
倉
外
茂
鉄
「
羅
馬
法
」
・

　
明
治
三
十
一
年
・
東
京
専
門
学
校
刊
が
、
「
ロ
ー
マ
法
の
沿
革
に
つ
い
て
講
述
し
（
時

　
代
区
分
を
四
期
と
し
、
国
家
創
立
ー
↓
ご
一
表
法
1
↓
キ
ケ
ロ
ー
↓
ア
レ
キ
サ
ソ
ダ

　
ー
↓
シ
ピ
ラ
ス
ー
↓
ユ
帝
）
」
（
佐
藤
・
前
掲
書
・
七
三
ー
七
四
頁
）
て
い
る
と
こ

　
ろ
か
ら
、
そ
の
内
容
が
推
測
さ
れ
る
。

（
39
）
矢
田
・
前
掲
・
i
マ
法
教
育
（
二
）
・
法
学
新
報
・
第
四
四
巻
四
号
・
一
〇
三
頁

　
註
4
。

（
4
0
）
　
明
治
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
版
・
明
法
志
林
・
第
二
一
八
号
に
お
け
る
「
専

　
修
学
校
ニ
テ
ハ
今
度
其
筋
ノ
特
別
監
督
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
ニ
シ
ニ
付
キ
大
二
其

五
六

（
二
六
二
）

学
科
規
則
等
ヲ
改
正
シ
且
校
外
員
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
募
リ
テ
法
律
経
済
両
科
ノ
講
義
録
ヲ

出
版
サ
ル
ル
由
」
（
三
四
四
頁
）
と
の
記
事
、
ま
た
明
治
二
十
年
三
月
十
五
日
版
・
明

法
志
林
・
第
一
三
四
号
の
「
講
義
筆
記
ヲ
発
兇
セ
ラ
レ
シ
以
来
校
外
員
ノ
申
込
ヲ
為

　
ス
モ
ノ
続
々
ト
シ
テ
絶
エ
ズ
為
メ
ニ
一
且
印
刷
ノ
筆
記
モ
再
版
又
ハ
三
版
二
附
セ
ラ

　
ル
ル
モ
ア
リ
」
（
四
二
頁
）
と
の
記
事
か
ら
す
れ
ば
、
明
治
二
十
年
の
初
め
に
初
版
が

　発

兇
さ
れ
た
と
考
え
危
れ
る
。

（
4
1
）
矢
田
・
前
掲
揖
ー
マ
法
教
育
（
二
）
・
法
学
新
報
・
第
四
四
巻
四
号
・
一
〇
三
頁

　
註
4
。

（
姐
）
矢
田
・
前
掲
冒
ー
マ
法
教
育
（
二
Y
法
学
新
報
第
四
四
巻
四
号
・
一
〇
三
頁
註

　
4
。

　
　
　
　
　
三
　
中
大
本
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」

　
　
　
　
　
　
お
よ
び
専
大
本
「
目
賀
田
先
生
・
羅

　
　
　
　
　
　
馬
法
典
」
に
つ
い
て

　
（
1
）
　
中
大
本
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
（
作
者
・
年
代
不
詳
）

　
本
書
は
、
中
央
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
あ
り
、
矢
田
博
士
が
参
照
し
た

と
こ
ろ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
背
部
標
題
が
「
需
斯
知
尼
案
帝
法
典
」
で
、

本
文
の
冒
頭
に
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
と
書
か
れ
て
い
る
四
六
判
・
三
十
字

詰
・
十
二
行
・
五
七
二
頁
の
緑
色
ク
ロ
ー
ス
装
活
字
本
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は

ユ
帝
法
学
提
要
の
全
訳
で
あ
る
。

　
こ
の
中
大
本
を
司
法
省
本
の
「
正
文
」
と
比
較
対
照
し
て
ゆ
く
と
、
い
く
つ

か
の
字
句
の
相
違
は
あ
る
が
、
山
本
謙
三
訳
の
司
法
省
本
の
「
正
文
」
部
分
と

一
致
す
る
こ
と
、
ま
た
中
大
本
の
な
か
の
聴
講
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

詳
細
な
書
き
込
み
が
、
司
法
省
本
の
「
註
釈
」
部
分
と
符
合
す
る
こ
と
、
さ
ら



に
聴
講
者
に
よ
る
誤
植
の
訂
正
お
よ
び
補
充
部
分
が
、
司
法
省
本
に
従
つ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が
つ
て
、
武
藤
氏
所
有
本
の
背
皮
に
山
本
謙
三
講
述

　
　
（
2
）

と
あ
る
こ
と
を
も
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
こ
の
中
大
本
は
、
山
本

謙
三
が
、
サ
ソ
ダ
ー
ス
本
の
翻
訳
（
す
な
わ
ち
司
法
省
本
）
後
、
そ
の
な
か
か
ら

「
正
文
」
部
分
だ
け
を
抜
き
出
し
て
再
度
の
手
直
し
を
し
、
専
修
学
校
の
・
ー

マ
法
の
講
義
録
と
し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
L
て
講
義
に
さ
い
し
て

は
、
ユ
帝
法
学
提
要
の
「
正
文
」
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
主
に
サ
ソ
ダ
ー
ス

本
の
「
註
釈
」
部
分
を
講
義
の
説
明
と
し
て
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

出
版
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
矛
．
ら
く
山
本
の
専
修
学
校
時
代
、

ち
明
治
十
七
年
か
ら
同
二
十
二
年
頃
ま
で
の
間
と
思
わ
れ
る
。

　
（
2
）
　
専
大
本
「
目
賀
田
先
生
・
羅
馬
法
典
」

　
本
書
は
、
専
修
大
学
年
史
編
纂
室
の
所
蔵
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
書
の

す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
判
・
三

十
二
字
詰
十
二
行
の
和
装
半
紙
版
活
字
本
で
、
二
つ
の
部
分
か
ら
成
つ
て
い
る
。

前
半
の
部
分
は
、
十
九
枚
か
ら
な
り
、
本
文
冒
頭
に
「
目
賀
田
先
生
訳
述
・
専

修
学
校
生
徒
筆
記
　
羅
馬
法
典
」
と
記
さ
れ
て
あ
つ
て
、
　
「
ジ
ョ
ス
タ
ニ
ア
ソ

法
典
第
一
巻
第
一
章
」
か
ら
始
ま
り
、
　
「
第
一
巻
第
二
十
三
章
」
で
終
つ
て
い

る
。
各
章
と
も
無
題
で
、
ユ
帝
法
学
提
要
を
各
章
ご
と
に
要
約
し
た
も
の
で
あ

（
3
）

る
。
後
半
の
部
分
は
、
五
十
五
枚
か
ら
な
り
、
本
文
冒
頭
に
「
需
斯
知
尼
安
帝

法
典
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
ま
ず
「
上
諭
」
か
ら
始
ま
り
、
次
に
「
第
一
巻
第

二
十
四
章
　
後
見
人
守
産
人
保
証
ヲ
出
ス
事
」
が
続
き
、
　
「
第
二
巻
第
十
章

常
式
ノ
遺
嘱
ノ
事
」
で
終
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ユ
帝
法
学
提
要
の
「
正
文
」

を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
後
半
部
分
は
中
大
本
と
完
全
に
一
致
す
る
。

　
で
は
、
こ
0
専
大
本
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
目

山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
（
全
二
十
冊
》
を
め
ぐ
つ
て 賀

田
が
明
治
二
十
三
年
頃
、
ロ
ー
マ
法
講
義
を
山
本
か
ら
引
ぎ
継
い
だ
が
、
そ

の
年
は
ま
だ
準
備
が
な
か
つ
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
、
山
本
に
な
ら
つ
て
ユ
帝

法
学
提
要
を
講
義
し
て
い
た
の
が
、
途
中
か
ら
な
に
か
の
都
合
で
、
再
度
山
本

に
代
講
を
依
頼
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
目
賀
田
に

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
　
「
羅
馬
法
講
義
録
」
が
あ
る
こ
と
、
専
大
本
の
前
半

と
後
半
と
が
、
第
二
十
三
章
か
ら
第
二
十
四
章
へ
と
つ
な
が
つ
て
い
る
こ
と

（
「
上
諭
」
は
、
目
賀
田
が
前
半
で
説
明
し
て
い
な
か
つ
た
の
で
、
山
本
が
こ
こ
で
説
明
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
）
、
前
半
が
十
九
枚
目
で
終
り
、
後
半
が
新
た
に
一
枚
目
か
ら

始
ま
つ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
後
半
に
あ
る
聴
講
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
書
き

込
み
、
お
よ
び
誤
字
の
訂
正
か
ら
み
て
、
山
本
が
講
義
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
（
4
）

る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
た
と
え
ば
、
中
大
本
の
第
一
巻
第
十
章
「
婚
姻
」
の
箇
所
の
書
き
込
み
に
は
、

　
　
「
往
昔
羅
馬
ノ
婚
姻
ニ
ハ
三
種
ノ
方
法
ア
リ
（
一
）
（
コ
ソ
フ
ァ
レ
ー
シ
ョ
）
是
ハ
男

　
　
女
共
二
寺
院
二
至
リ
僧
正
ノ
面
前
二
於
テ
宗
教
二
従
ヒ
結
婚
ス
ル
モ
ノ
也
（
二
）
（
コ

　
　
ー
エ
ソ
プ
シ
ョ
）
此
法
ハ
親
力
其
女
ヲ
男
二
売
渡
ス
儀
式
ナ
リ
（
三
）
（
ユ
ー
ザ
ス
）

　
　
是
ハ
夫
婦
タ
ラ
ソ
ト
欲
ス
ル
男
女
同
棲
シ
テ
満
一
年
間
ヲ
経
過
セ
ハ
法
律
上
正
当
ノ

　
　
夫
婦
ト
見
倣
ス
方
法
也
云
々
」
（
二
四
－
二
五
頁
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
司
法
省
本
の

　
　
同
箇
所
の
「
註
釈
」
部
分
、
す
な
わ
ち
「
羅
馬
法
ノ
早
世
二
於
テ
ハ
婚
姻
ノ
結
束
ヲ

　
　
造
成
ス
ル
コ
ト
ニ
付
三
様
ノ
方
法
ア
リ
テ
其
一
ハ
『
コ
ン
フ
ァ
ル
レ
ー
シ
ョ
』
ニ
シ

　
　
テ
一
種
ノ
宗
教
上
ノ
礼
式
ト
ス
此
礼
式
二
於
テ
ハ
唯
神
法
二
干
与
シ
得
ル
者
ノ
、
・
・
相

　
　
列
ナ
ル
ヲ
得
ヘ
シ
其
ニ
ハ
『
コ
イ
ム
フ
シ
ョ
』
ニ
シ
テ
即
チ
仮
設
ノ
売
買
ト
ス
此
ノ

　
　
売
買
ヲ
以
テ
妻
タ
ル
者
ヲ
夫
二
売
渡
ス
事
ナ
リ
而
シ
テ
其
三
ハ
『
ユ
ー
サ
ス
』
ト
ス

　
　
是
レ
婚
姻
ヲ
造
成
ス
ル
ノ
存
意
ニ
テ
男
女
同
棲
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
云
召
に
符
合
す
る
。

　
（
2
）
　
春
木
・
前
掲
書
・
コ
九
頁
・
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
二
六
三
）



山
本
謙
三
訳
・
英
人
参
駝
児
斯
註
「
需
斯
知
尼
安
帝
法
典
」
《
全
二
十
冊
》
を
め
ぐ
っ
て

五
八

（
三
ハ
四
）

（
3
）
　
た
と
え
ぽ
、
第
一
巻
第
一
童
は
、
　
「
法
ハ
各
人
ヲ
シ
テ
其
所
ヲ
得
セ
シ
メ
ソ
ト

　
常
二
欲
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
今
此
義
ヲ
述
ヘ
テ
易
ヨ
リ
難
二
入
リ
能
ク
羅
馬
国
法
ノ
義
ヲ

　
明
カ
ニ
セ
ソ
ト
ス
若
シ
先
キ
ニ
難
ヲ
探
ラ
ハ
或
ハ
後
進
ヲ
シ
テ
其
学
ヲ
棄
テ
シ
メ
或

　
ハ
其
方
ヲ
謬
ラ
シ
ム
ル
ニ
至
ラ
ソ
是
レ
寧
・
易
二
依
リ
テ
難
二
入
ル
ノ
方
二
若
カ
サ

　
ル
ナ
リ
、
法
ノ
理
ハ
能
ク
其
生
ヲ
正
シ
ク
シ
人
ヲ
善
セ
ス
人
ヲ
シ
テ
其
ノ
得
ヘ
キ
所

　
ヲ
得
サ
シ
ム
ル
ニ
在
リ
法
ノ
学
ハ
之
レ
ヲ
公
私
ノ
ニ
ニ
分
ツ
公
法
ハ
羅
馬
帝
国
ノ
政

　
府
ノ
内
部
二
関
シ
私
法
ハ
各
人
ノ
事
二
関
ス
今
其
私
法
ヲ
論
セ
ソ
ニ
其
門
三
ツ
ニ
シ

　
テ
自
然
法
、
万
国
法
、
国
法
ノ
理
二
成
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
な
つ
て
い
る
。

（
4
）
聴
講
者
の
書
き
込
み
は
、
中
大
本
に
比
較
し
て
非
常
に
少
な
い
が
、
た
と
え
ば

　
司
法
省
本
に
し
た
が
つ
て
、
第
一
巻
第
二
十
五
章
の
標
題
「
後
見
人
又
ハ
守
産
人
ヲ

　
免
除
ス
ル
事
一
を
「
後
見
人
又
ハ
守
産
人
ト
ナ
ル
コ
ト
ヲ
免
除
ス
ル
事
」
、
【
生
産
」

　
を
「
生
存
」
、
そ
し
て
「
不
橡
」
を
「
不
朽
」
と
訂
正
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
同
第

　
八
節
「
財
産
ノ
　
少
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
免
ル
命
ス
ル
官
ハ
法
官
ノ
下
官
ナ
リ
」
と
い

　
う
欄
外
書
き
込
み
は
、
司
法
省
本
の
同
節
「
註
釈
」
の
「
其
財
産
果
シ
テ
僅
シ
テ
艘
、
㎞

　
少
ナ
ル
乎
…
…
如
何
ハ
司
法
官
之
ヲ
決
定
ス
ヘ
シ
」
（
「
司
法
官
」
は
「
法
官
』
と
訳

　
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
）
に
符
合
す
る
。

（
追
記
）
　
こ
の
研
究
ノ
！
ト
を
ま
と
め
る
に
つ
い
て
は
、
法
務
図
書
館

の
福
島
小
夜
子
氏
、
専
修
大
学
年
史
編
纂
室
の
小
川
氏
、
中
央
大
学
図
書

館
、
奈
良
地
方
裁
判
所
五
条
支
部
、
そ
し
て
富
山
県
史
編
纂
室
の
広
田
寿

三
郎
氏
の
お
世
語
に
な
つ
た
。
ま
た
、
本
塾
法
学
部
教
授
の
手
塚
豊
先
生

に
は
、
い
ら
い
ろ
な
点
で
ご
教
示
と
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。


